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港南台９丁目のマンション付近から見た上郷猿田地区。
左端の舞岡上郷線道路より右側の緑地のほとんどを開発しようとしています。

上郷深田遺跡

「営利目的の開発計画にストップ！環境・緑・生態系を守れ」
この圧倒的多数の声をこれからも市長に届けよう！

　パリでは世界中の国が集まってＣＯＰ21が開
かれました。この会議は、地球温暖化ガスの削減
に向けて各国の削減目標を決める歴史的なもの
となりました。これまで消極的だったアメリカと中
国が前向きに方針転換したことが、会議全体を大
きく動かしました。
　しかし、恥ずかしくもみっともなくも、我が横浜
は上郷のみどりを破壊して必要のない市街地を
作り、地球温暖化ガスを更に排出しようとしてい
ます。世界の趨勢に反する行動は行うべきでは
ありません。

　
貴
重
な
動
植
物
が
息
づ
き
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
う
緑
の
宝
庫
、上
郷
・
瀬
上
の
森
。幾
度
と
な
く
開
発

計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
緑
を
守
り
た
い
と
い

う
住
民
の
声
に
押
さ
れ
、実
現
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
横
浜
市
は
、
こ
の
地
域
を
開
発
す
る
計
画
を

発
表
。上
郷
の
緑
に
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
は
、
２
０
１
４
年
１
月
に
東
急
建
設
か
ら
提

出
さ
れ
た
栄
区
上
郷
猿
田
地
区
開
発
計
画
の
ほ
ん
の
一

部
を
修
正
し
、「
都
市
計
画
市
素
案
（
案
）」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

案
で
は
、
舞
岡
上
郷
線
西
側
の
ほ
と
ん
ど
の
緑
地
部

分
を
含
む
約
12
・
５
㌶
を
住
宅
や
商
業
用
地
等
に
す
る

改
変
計
画
で
す
。
東
急
建
設
の
開
発
計
画
に
対
し
て
、

「
緑
・
環
境
を
守
れ
」
と
11
万
人
を
超
え
る
反
対
署
名

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
30
日
に
「
計
画
素
案
（
案
）」
の
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
地
域
住
民
へ
の
事
前
周
知

は
全
く
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
説
明
会
で
の
説
明
に
対
し
て
、「
わ
ず
か
30

〜
40
分
間
は
ひ
ど
い
」「
早
口
の
専
門
用
語
で
話
を
さ

れ
て
も
、
何
を
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

「
意
見
を
言
う
時
間
が
な
か
っ
た
」
等
の
苦
情
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
今
回
の
説
明
会
は
、
極
め
て
形
式
的
、
ア

リ
バ
イ
づ
く
り
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
横
浜
市

会
議
員
団
は
、
改
め
て

わ
か
り
や
す
い
説
明
会

を
行
い
、
12
月
14
日
に

締
め
切
っ
た「
素
案（
案
）」

へ
の
意
見
募
集
を
引
き

続
き
行
う
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

市
民
の
運
動
で
守
ら
れ
て
き
た
上
郷
の
緑
が…

東
急
案
ほ
ぼ
ま
る
の
み
の
市
計
画
案

形
式
的
な
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の
説
明
会

改
め
て
説
明
会
と

意
見
募
集
を

「上郷・瀬上の自然を守る会」「上郷開発から緑地を
守る署名の会」「ホタルのふるさと瀬上沢基金」の３団
体は、「上郷・瀬上の自然を守る請願署名」10万9,611
筆を横浜市長と市議会議長宛に提出しました。
＝2014年２月７日、横浜市役所。

都市計画市素案（案）」の説明会で説明する横浜市担当者
＝2015年11月30日、栄公会堂。

上郷猿田地区は、
横浜市が公費投
入も含め、緑の全
面保全に責任を
負うべきです。

横浜市は

■横浜市は温暖化防止に貢献しよう

■ご一緒に緑地を守りましょう！ 　
同
時
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
地
を
守
っ
て
こ
ら

れ
た
地
権
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
土
地
の
活
用
に
つ

い
て
の
先
行
き
不
安
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。将
来
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
東
急
建
設
と
横
浜
市
が
責
任
を

負
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上郷瀬上の自然を考える会　代表 山仲　章介

上郷開発から緑地を守る署名の会　世話人 皆川　昭一
　1９９０年前後、バブル崩壊後、開発が抑制され
ているにも拘わらず、東急建設は「市街化調整区
域」である瀬上地区の田んぼや畑30数㌶の土地
取得を強行し、住宅や商業施設をつくる計画を出
しました。しかし、20数年経過した現在も、「調整
区域」という重い事実がネックとなって開発計画
は実行できませんでした。
　そこで横浜市は、その「調整区域」を開発可能
な「市街化区域」に変更する態度へと変えたので
す。その結果が今回の
開発計画素案（案）です。
　上郷開発から緑地を守る
ためにがんばりましょう。



提案区域（　　の内側）

ほたるの里、貴重な動植物の宝庫、古代遺跡

ホタルの谷戸

谷戸に向かう道にある東急建設の柵

◆1992年 1月　東急建設が開発申請（開発面積約
　　　　　　　　35.8ha）
◆2007年12月　市民が緑地保全を求める署名 9 万
　　　　　　　　2000筆を横浜市長に提出
　　　　　　　　東急建設が都市計画提案提出（同
　　　　　　　 約 20.6ha）
◆2008年 7月　横浜市提案評価委員会が提案否決
　　　　　　9月　横浜市都市計画審議会が東急の計
　　　　　　　 画提案を正式拒否
◆2012年 3月　横浜市が東急建設に「助言書」を交付
◆2014年1 月　東急建設が都市計画提案の再提案
　　　　　　　　（同約12.5ha）
◆2014年 2月　開発予定地（上郷・瀬上）の自然を守
　　　　　　　　る請願署名10万 9,611筆を横浜市
　　　　　　　　長と市議会議長に提出
◆2015 年 6月　横浜市提案評価委員会が提案に対す
　　　　　　　　る評価書を提出
◆2015年10月　横浜市が評価書に沿った都市計画素
　　　　　　　　市案（案）を公表（同約12.5ha） 

　
上
郷
深
田
遺
跡
は
、
横
浜
市
の

都
市
計
画
道
路
「
舞
岡
上
郷
線
」

建
設
に
伴
い
、
１
９
８
６
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
７
世

紀
中
頃
か
ら
９
世
紀
前
半
に
か
け

て
約
２
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
営

ま
れ
た
古
代
の
製
鉄
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
付
近
に
は
縄
文
集
落

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の

県
立
横
浜
明
朋
高
校
に
は
松
ヶ
崎

横
穴
墓
群
、
栄
区
小
菅
ヶ
谷
町
周

辺
に
は
古
墳
時
代
の
豪
族
の
墓
と

考
え
ら
れ
る
七
石
山
横
穴
墓
群
も

あ
り
ま
す
。

　
発
掘
を
行
っ
た
横
浜
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
委
員
会
は「
お
そ
ら
く
、

こ
の
三
浦
丘
陵
一
帯
は
、
古
代
に

お
け
る
砂
鉄
の
重
要
な
供
給
地
の

　
開
発
反
対
の
署
名
11
万
余
筆
（
栄
・
港
南
両
区
で
約
２

万
５
千
筆
）に
対
し
、開
発
を
望
む
署
名
は
９
０
０
筆
弱
。

ま
た
、
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、
市
民
の
98
％
以

上
が
緑
地
の
維
持
・
拡
大
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
開
発
計
画
で
約
９
・５
㌶
の
緑
地
が
消
滅
し
ま

す
。
民
意
を
無
視
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
に

み
ど
り
税
を
課
し
、
緑
被
率
ア
ッ
プ
を
う
た
う
市
の
方

針
に
も
全
く
反
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
計
画
地
は
、
約
30
年
前
に
軟
弱
地
盤
の
上
に
大

規
模
盛
土
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
上
に

最
大
で
14
㍍
も
の
盛
土
を
し
て
市
街
地
を
造
成
す
る
計

　

栄
区
港
南
区
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
宅
地
開
発
は
必
要

性
も
許
可
の
根
拠
も
失
い
ま
し
た
。
緑
地
の
喪
失
に
よ
る
地
球
温

暖
化
は
、
猛
暑
や
豪
雨
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

●
人
口
フ
レ
ー
ム
割
当
根
拠
が
な
い

●
国
交
省
第
五
次
国
土
利
用
計
画
、県
線
引
き
基
準
、市
マ
ス
タ
ー

　
プ 

ラ
ン
に
不
整
合

●
谷
戸
埋
立
て
偏
土
圧
断
面
図
・
地
盤
面
デ
ー
タ
・
取
付
け
道
路

　
風
速
測
定
の
不
正

●
製
鉄
遺
跡
の
破
壊

●
地
球
温
暖
化
を
加
速
す
る
、
な
ど
か
ら
で
す
。

　
「
ホ
タ
ル
の
ふ
る
さ
と
瀬
上
沢
基
金
」
は
、
上
郷
開
発
地
区
の
土

地
取
得
・
借
用
を
目
的
に
平
成
20
年
発
足
し
、
現
在
会
員
は
３
０
０

人
、
寄
付
は
延
べ
１
万
３
千
人
、
約
１
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
、
鉄
生
産
の

中
心
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
報
告
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
は
「
当
初

の
予
想
に
反
し
、
き
わ
め
て
規
模

の
大
き
い
」
も
の
で
「
そ
の
充
実

し
た
内
容
か
ら
、
一
部
を
未
調
査

の
ま
ま
埋
め
戻
し
て
保
存
す
る
」

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
調

査
が
待
た
れ
ま
す
。

　
今
回
の
東
急
の
開
発
で
は
、
こ

の
遺
跡
は
破
壊
す
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。
上
郷
深
田
遺
跡
は
、
業
者

任
せ
で
記
録
保
存
を
前
提
と
す
る

こ
と
な
く
、
横
浜
市
と
し
て
き
ち

ん
と
調
査
し
歴
史
の
解
明
へ
と
取

り
組
み
、
後
世
に
手
渡
す
べ
き
場

所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
内
唯
一
の
古
代
製
鉄
遺
跡

「
上
郷
深
田
遺
跡
」

瀬
上
沢
の
森
を
守
ろ
う
！

画
で
、
地
滑
り
・
液
状
化
な
ど
の
自
然
災
害
の
誘
発
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
が
今
年
の
夏
決
定
し
た
国
土
利
用
計
画

の
大
方
針
「
自
然
災
害
の
未
然
防
止
」
に
逆
行
す
る
も

の
で
す
。

上郷開発これまでの経緯

民
意
を
無
視
し
た
開
発
は
許
さ
れ
な
い
！

上
郷
・
瀬
上
の
自
然
を
守
る
会

井
端 

淑
雄

出
典
：
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

　
　
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
資
料

銅の精錬炉鉄の精錬炉

下の写真はいずれも上郷深田遺跡で見つかった遺構

　この緑をなくして住宅街をつ
くるなんて、栄区の住宅が足り
ないの？近所ではどんどん空き
家が増えているんだけど。
　　　　（30 代女性・港南区）

緑地から港南台方面を見る

上郷の自然を守ろう！

日
本
共
産
党
横
浜
市
会
議
員
み
わ  

智
恵
美

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ホ
タ
ル
の
ふ
る
さ
と
瀬
上
沢
基
金
」
理
事
長

角
田  

東
一

上
郷
開
発
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由


